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第１４講 授業力の向上



資質・能力の向上

【学習到達目標】

• 教育委員会が必要とする資質・能力について
説明できる。

• 資質・能力を高めるための校内研修の方法
を実践できる。

【目的】

• 教員の必要とする資質・能力を理解し、自己
の資質・能力の向上を図り「学び続ける教員」
になるための実践をできるようにする。



１ これからの時代の教員に求められる資質能力

(１)教職に対する責任感、探究力、教職生活全体を通
じて自主的に学び続ける力

(２)専門職としての高度な知識・技能
・教科や教職に関する高度な専門的知識
・新たな学びを展開できる実践的指導力

・教科指導、生徒指導、学級経営等を的確に実践で
きる力

(３)総合的な人間力

教員に求められる資質能力

相互に関連し合いながら形成されることに留意する必要。



（１）高度専門職として学び続ける教員

（２）探究心や情報の収集、活用する能力

（３）確固たる信念をもって取り組んでいく姿勢

（４）新たな課題等に対応できる力量を高める

（５）組織的、協働的に諸課題の解決のために

取り組む専門的な力

２ 教員に求められる資質・能力の分類



３ 教員のＩＣＴ活用指導力

教員のICT活用指導力チェックリストの5つの大項目（Ａ～Ｅ）と18のチェック項目

A 教材研究・指導の準備・評価などにＩＣＴを活用する能力

B 授業中にＩＣＴを活用して指導する能力

C 児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力

D 情報モラルなどを指導する能力

E 校務にＩＣＴを活用する能力

「教員のICT活用指導力」が，これからの教育の情報化の時代にお
いて，すべての教員に求められる基本的な資質能力であることを意
味するものである。



B-1 学習に対する児童（生徒）の興味・関心を高めるために，コンピュータや
提示装置などを活用して資料などを効果的に提示する

B-2 児童（生徒）一人一人に課題を明確につかませるために，コンピュータや
提示装置などを活用して資料などを効果的に提示する

B-3 わかりやすく説明したり，児童（生徒）の思考や理解を深めたりするため
に，コンピュータや提示装置などを活用して資料などを効果的に提示する

B-4 学習内容をまとめる際に児童（生徒）の知識の定着を図るために，コン
ピュータや提示装置などを活用して資料などをわかりやすく提示する

図7-2 わかりやすく説明するために
提示装置などを効果的に活用

B 授業中にICTを活用して指導する能力



４ 成長する教員であるために

資質能力を有する、新たな学びを支える教員を養成するとともに、
「学び続ける教員像」の確立が必要である。

図7-10 総合的な研修の実施





①高い使命感と職業観を有し、絶えず自己研鑽に努める教員
②子どもの能力や個性を伸ばす教育技術を有する教員
③学校組織の一員としての自覚を持ち、よりよい学校をつくろうと努める教員
④人間性が豊かで、誰からも信頼される教員
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